
安全のために必ずお守りください………1 ～ 4
各部のなまえとはたらき…………………5 ～ 6
設置について……………………………………7
ご使用の前に必ずお読みください………8～11
ご使用方法
　< 保冷について >…………………………12
　< 精米について >…………………13 ～ 16
　< 玄米の補給について >……………………17

お手入れのしかた……………………18 ～ 21
こんなときは…………………………………21
修理を依頼される前に………………22 ～ 24
仕 様 …………………………………………25
外 形 寸 法 ……………………………………25
アフターサービスについて…………………26
廃棄について…………………………………26
保証書……………………………………裏表紙

もくじ

お買い上げまことにありがとうございます。
この取扱説明書を必ずお読みのうえ正しくお使いください。
お読みになった後はお使いになる方がいつでも見られる所に
大切に保管してください。

取 扱 説 明 書

PHK-110  PHK-120  PHK-130
保冷精米機



感電・火災・けが・故障の原因になります。

交流 100V

1

ここに示した注意事項は製品を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に
防止するための重要事項を警告・注意に分けて示します。必ずお守りください。

取り扱いを誤ると、死亡ま
たは重傷などを負う可能性
があります。

お守りいただく内容を次の絵表示で区別し説明
しています。

してはいけないこと（禁止）を示します。

必ずすること（強制）を示します。
取り扱いを誤ると、傷害ま
たは物的損害が発生する可
能性があります。

安全のために必ずお守りください

警告

注意

電源プラグや電源コードの取り扱いについて

⃝ぬれた手で電源
プラグの抜き差
しはしない。

⃝交流100Vの
　コンセントを使う。

⃝電源プラグにほこりが
付着していないか定期
的に確認し、刃の根元
まで確実に差し込む。

 （電源コードを下向きに
する）
1カ月に1度電源プラグを
抜き、刃部のほこりを取り
除いてください。

交流200Vの電源を使うと
火災の原因になります。

⃝電源コードを無理に曲げたり、
ねじったり、強く束ねたり、
ひっぱったり、重いものをのせ
たり、加工したり、足にひっか
かるような状態にしない。

⃝電源コードを持って電源
プラグを抜かない。

（必ず電源プラグを持つ）

⃝電源コードや電源プラグは
傷んだまま使わない。

⃝電源はタコ足配線にしない。



感電・引火・爆発・火災・けがの原因になります。
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事故を避けるために

⃝水のかかる場所や、湿気の多い場所
に設置しない。

⃝製品の上にのったり、寄りかか
らない。

⃝子供だけで使わない。
　転落や製品転倒などによるけがの

原因になります。
　特にお子様にはご注意ください。

⃝使用中に可燃性スプレーや
シンナーなどの可燃物を製
品の近くで使わない。

⃝お客様ご自身で分解したり修理・改造は
 絶対にしない。
※修理はお買い上げの販売店にご相談ください。

⃝吸気口・排熱口に針金・ピン
などの異物を入れない。

⃝水をかけたり、水を入れた容器を
フタの上に置かない。

⃝都市ガスなどのガスがもれたとき
は、製品に触れずに窓を開けて換
気する。



安全のために必ずお守りください
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⃝直射日光があたる場所や換気が悪く
室温が上がりやすい場所、冷蔵庫な
どの近くで温かい空気がたまりやす
い場所に設置しない。

⃝30℃を超える場所に設置しない。
　周囲温度が高いと庫内が冷えなくなり、

害虫発生の原因になることがあります。

⃝テレビやラジオ・防災無線の近くに
設置しない。

⃝テレビやラジオなどと同じコンセン
トを使わない。

　映像の乱れや雑音が入ることがあります
ので、設置時に確認してください。

⃝ガスレンジなどの火気の近くに設置
しない。

　性能が低下したり、変形・変色の原因に
なることがあります。

⃝落下や強い衝撃を与えない。
　故障の原因になることがあります。

⃝玄米を入れるときは、必ずフタ
を取りはずす。

　フタを開けたまま玄米を入れる
と、不用意にフタが閉じたり、は
ずれて落下してけがの原因になる
ことがあります。

⃝玄米の中に石・わらくず・籾ガラなど
の異物が入っているときは取り除く。

　故障の原因になることがあります。また、
玄米を正確に計量することができなくなり
ます。

⃝製品背面にある吸気口・排熱口を
ふさがない。

　故障の原因になることが
　あります。

⃝フタを閉めるとき、製品の
フチに手を置かない。

　手をはさみ、けがの原因
　になることがあります。

⃝フタ・扉に無理な力をかけない。
　けが・破損の原因になる
　ことがあります。
　開閉は静かにおこなって
　ください。

⃝不安定な場所、高い所へ設置しない。
　転倒や落下によるけが・破損の原因になる

ことがあります。

⃝収納庫やシンク下などの密閉される
場所に設置しない。

　排熱により熱がこもり、庫内が冷えなく
なります。
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⃝フタ、扉を持って持ち上げたり、フタを
開けたまま持ち上げない。

　手をはさむなど、けがや故障の原因になるこ
とがあります。

⃝移動させるときは、振動を与えたり、
大きく傾けたりしない。

　冷却運転により発生した水が、製品内部の
水受けからこぼれて、故障や床をぬらす原
因になることがあります。

⃝使用中は本体を移動させない。
⃝精米中は扉を開けない。

⃝フタの上に熱いもの（70℃以上）や
重いものをのせない。

　変形や変色の原因になることがあります。

⃝フタを丸洗いしない。
　フタ内部に入り込んだ水が庫内をぬらす

原因になることがあります。

⃝計量部はぬれたままセットしない。
　取りはずした部品を水洗いしたあとは、

完全に乾かしてから取りつけてくださ
い。

⃝お手入れするときは、必ず電源プラグを
抜く。

　感電の原因になることがあります。

⃝長期間使用しないときは、必ず電源プラグ
を抜く。

　絶縁劣化による感電・火災の原因になることが
あります。

⃝異常時は直ちに電源プラグを抜く。
　異常のまま運転を続けると感電・火災の原因

になることがあります。



残量確認窓
窓から玄米が見えなくなっ
たら、残量は約 2kg です。
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フタ
フタパッキン

ヒンジ部

定格ラベル

アタッチメント

米びつ部

計量説明ラベル

玄米投入口

扉

扉パッキン

扉取っ手

取りつけ方法
※取りはずして梱包してあります。

1. 左右のヒンジ部に
確実に差し込む。

2. フタを閉じる。

取りはずすことが出来ます。

扉をロックし密閉
します。

重要事項が記載
されています。

計量のしかたなどが
記載されています。

内部に組み込まれて
います。

掃除の方法については P.18 を
ご覧ください。

吸気口や排熱口の掃除のとき、
製品の移動に使います。

冷却運転で発生した温かい
空気を内部に組み込まれて
いるファンで排気します。

製品の定格・仕様・使用上のご注意
などが記載されています。

計量の注意事項が
記載されています。

（米びつ内部底面に
装着してあります。）

警告ラベル

扉裏銘板

排熱口

冷却装置

吸気口／フィルター

電源コード

電源プラグ
キャスター

（後側のみ）

各部のなまえとはたらき

米ロート注意ラベル

取っ手
製品を移動すると
きに両手でしっか
り持ちます。
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フタ取っ手 精米ランプと米の量ランプについて

玄米レベル注意ラベル

操作部

計量部 精米部

電源ランプ

前カバー
精米フタ

精米はね

精米バスケット

ぬか容器

計量引き出し

計量フレーム

米ロート

お米をかくはん・
対流させます。

精米して出たぬか
を受けます。

お米が入ります。

フタをロックし密閉します。

玄米を計量するとき
引き出します。

玄米を入れるとき、上限レベルの
制限を示します。

▪精米コースを選ぶときに押します。
▪押すごとに緑ランプが順番に点灯します。

▪操作から10分後に省エネのため消灯します。
　精米ランプと米の量ランプが消えているときは「精米

スイッチ」「米の量スイッチ」「スタート/停止スイッ
チ」のいずれかを押すと、消灯する前に設定した精米ラ
ンプと米の量ランプが点灯します。

▪運転をスタートまたは途中で
止めたいときに押します。

精米スイッチ/ランプ表示部

米の量スイッチ/ランプ表示部
▪玄米の量を選ぶときに押します。
▪押すごとに緑ランプが順番に点灯します。

スタート/停止スイッチ

米とぎ➡白米➡ 7 分づき➡ 5 分づき➡
3 分づき ( 胚芽 ) ➡米とぎ・・・

１合➡ 2 合➡ 3 合➡ 4 合➡ 5 合➡１合・・・



下記の場所には設置しないでください
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設置について
製品を設置するときは、下記事項を必ずお守りください。

5cm 以上 5cm 以上

5cm 以上

5
cm

以
上

6
0

cm
以

上
あ

け
る

⃝背面・側面・上部にスキマをあける。
　製品の背面に吸気口と排熱口がありますので、壁から

少し離してスキマをあけてください。スキマが少ない
と冷却性能が低下します。

⃝ほこりの少ない場所に設置する。
　吸気口や排熱口にほこりがたまると、庫内が冷えなく

なり電源ランプがゆっくり点滅します。電源ランプが
点滅したら早めにフィルターを掃除してください。

　詳しくはP.18　　　　　　　　　　　　　 　　をご
覧ください。

上から見た状態 横から見た状態

吸気口のフィルター・排熱口の掃除

⃝ガスレンジなどの火気の近く。
　性能が低下したり、変形・変色の原因に

なることがあります。
⃝水のかかるシンク近く。
　湿気による結露やサビの原因になることが

あります。

⃝不安定な場所、高い所。
　転倒や落下によるけが・破損の原因になる

ことがあります。

⃝収納庫やシンク下などの密閉される場所。
　排熱により熱がこもり、庫内が冷えなくな

ります。

⃝直射日光があたる場所や換気が悪く室温が上
がりやすい場所、冷蔵庫などの近くで温かい
空気がたまりやすい場所。

⃝30℃を超える場所。
　周囲温度が高いと庫内が冷えなくなり、害虫

が発生する原因になることがあります。

⃝テレビやラジオ・防災無線の近く。
⃝テレビやラジオなどと同じコンセントを

使う場所。
　映像の乱れや雑音が入ることがあります

ので、設置時に確認してください。



8

⃝お米の鮮度やおいしさを保つために、この取扱説明書にしたがって正しく使用し、適切な管理を
心がけてください。　

⃝湿度が高いとき(特に梅雨の時期や夏場)には、フタや扉を開けたときに内側に露がつくことがあります。
これは湿気を多く含んだ温かい空気が、フタや扉の内側などで急に冷やされて露となって付着する「結
露」という自然現象であり故障ではありません。

　露の量が多いときは、乾いたタオルなどで拭き取ってください。結露による玄米のカビ発生や性能低下の
原因になります。またフタや扉を開けている時間はできるだけ短くしてください。

⃝玄米には害虫の幼虫や卵が付着していることがあります。玄米の保冷保管は、これらの害虫の
発生を抑える効果がありますが、殺虫能力はありません。

　高温が続く夏場は、フ化や羽化して害虫となって発生してくることがあります。

⃝この製品は冷却運転により発生する水を、製品内部の水受けにため、蒸発させていますが、
フタや扉が開いていると水受けにたまる水量が増え、床にあふれ出る原因になりますので、
フタや扉をしっかりと閉めてください。

⃝決められた収納量を超えて玄米を入れない。 型式

PHK-120　　 20kg
PHK-110　　 10kg

PHK-130　　 30kg

玄米の収納量

⃝湿った玄米や乾燥不足の玄米を入れない。

⃝フタ・扉の開閉は少なく、短くする。

⃝玄米は水分を15.5％以下に乾燥させて
から貯蔵する。

⃝フタと扉は「カチッ」とロックさせて、
確実に閉める。

⃝温かい玄米を入れない。

玄米は投入口の下の縁より上に入れないでください。
入れすぎるとフタが閉らなくなります。

水分が高いと、玄米にカビが発生したり固
まったりして、玄米の品質の低下や計量不良
の原因になります。

庫内が冷えなくなる
だけでなく、製品内
部が結露したり、冷
却により発生した水
が床にあふれ出る原
因になります。

玄米は湿気をきらいます。特に梅雨の時期や夏場は、
米びつ内部へ湿気が流れ込みますので、開閉はできる
だけ少なく、開けている時間は短くしてください。

籾すり直後や日光にあたって温かくなった玄米を入れ
ると、米びつ内部が結露することがあります。必ず室
温になじませてから入れてください。
夏場など高温多湿のときは、室温ができるだけ涼しい
ときに、玄米を補給してください。

玄米を貯蔵するときのご注意

結露について

害虫の発生について

冷却運転により発生する水について

ご使用の前に必ずお読みください
＜保冷について＞



電源ランプ
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⃝電源プラグをコンセントに差し込むと電源ランプ(青色)
が点灯します。

⃝周囲の温度が低く、冷却運転が停止しているときも、
電源ランプは点灯しています。

⃝冷却運転中、扉の閉め忘れ防止のため開けてから3分後にピーピーピーとブザー音がなり、
その後は1分おきになります。扉を閉めるとブザー音は止まります。

きちんと処置しても電源ランプが点滅する場合は、冷却装置の故障が考えられます。
すみやかに電源プラグをコンセントから抜いてお買い上げの販売店にご相談ください。

⃝吸気口のフィルター目詰まりなどで、庫内が冷えなくなると電源ランプがゆっくりと点滅します。
（2秒間に1回程度の点滅）

⃝電源ランプが点滅したときは、以下の確認をして処置してください。処置後庫内が冷えはじめると
電源ランプは点灯にもどります。

⃝電源ランプが1秒間に3回程度のはやい点滅をしたときは、冷却装置やセンサーの故障が考えられます。
すみやかに電源プラグをコンセントから抜いてお買い上げの販売店にご相談ください。

⃝この製品は断熱材として発泡スチロールを使用しており、まれに特有の臭いがすることがありますが、
衛生上の心配はありません。臭いが気になるときは、フタを開けて換気をおこなうと臭いが薄れます。

吸気口のフィルターや
排熱口の目詰まり

扉・フタの半開き

温かい玄米を投入したとき

周囲の温度が高いとき

吸気口のフィルターと排熱口を掃除してください。
詳しくはP.18の　　　　　　　　　　　　　　　　　をご覧く
ださい。

扉・フタはきちんと閉めてロックしてください。

籾すり直後などの温かい玄米を入れると、数日後に電源ランプ
が点滅する場合があります。

設置場所の確認をおこなう。
詳しくはP.7の 設置について をご覧ください。

臭いについて

冷却運転中のブザー音について

電源ランプについて

電源ランプがゆっくりと点滅したとき

電源ランプがはやく点滅したとき

点滅の原因 処置していただくこと

吸気口のフィルター・排熱口の掃除

⃝この製品は、庫内の温度を15℃前後に保つように運転しています（周囲温度30℃のとき）。
⃝周囲温度が下がってくると、冷却能力を下げて運転を続けますが、さらに温度が下がって、
　冷却の必要がなくなると運転を停止し、庫外の温度と同程度で貯蔵します　。
⃝周囲の温度が30℃のとき、玄米を決められた収納量まで入れると、庫内が約15℃になるまで

約3日かかります。

庫内の冷却について

ご使用の前に必ずお読みください



最大容量 5（合）玄米：約 825g
続けて計量するときは最大量を超えない
ようにしてください。

計量引き出しと吐出量の関係

最大量について

米ロートについて

計量引き出し
の表示 吐出量 白米コースで

精米したとき

米の量
1 0.2L

( 玄米：約 165g）白米：約150g・約1合

1・2 0.4L
( 玄米：約 330g）白米：約300g・約2合
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⃝精米バスケットの中にお米を入れたまま
放置しない。

　お米を放置しますと、虫が発生する原因にな
ります。

⃝精米後は必ずそのつどぬかを取り出し、
ぬか容器をきれいにする。

　ぬかを放置しますと、虫の発生・精米不足・
米とぎ不足の原因になります。

⃝精米バスケットの中でお米を洗わない。
　変形して精米ができなくなることがあります。

⃝決められた最大量を超えて運転しない。
　精米不足・米とぎ不足や故障の原因になります。

⃝運転の途中で止めない。
　再スタートしても継続運転できません。
　運転の途中で止めたいときはP.16追加精米する

ときをご覧ください。止まってしまったときは
P.23をご覧ください。

⃝精米フタ・精米はね・精米バスケット・
ぬか容器・米ロートはていねいに扱い、
熱いお湯や食器洗い機で洗わない。

　 変形・変色・故障の原因になります。

＜精米について＞

＜計量について＞

故障の原因になります。また、玄米を正確
に計量することができなくなります。

モーターの過熱を防ぐため、運転を停止させる
保護装置がついています。保護機能が働いたと
きは電源プラグを抜かないで、1時間以上休ま
せてください。

玄米の中に石・わらくず・籾ガラなどの
異物が入っているときは取り除く。

精米が終了したら、できるだけはやく
お米を取り出す。

故障の原因になります。
⃝玄米以外は精米しない。

精米の連続使用は10分まで。

精米するときのご注意

外国米そばの実

⃝計量するときは、米ロートを必ず取り付けてください。
　つけ忘れるとお米が大量に散らばる原因になります。
　米ロートの取りつけ方は P.13 をご覧ください。

⃝計量する前に精米バスケットの中が空に
なっているか確認してください。残って
いると最大容量を超える原因になります。



コース名 工程

白米 ・精米したての白米が一番という方に。

7 分づき ・白米に比べ栄養価が残りながらも食べやすい
  お米です。分づき米初心者に。

5 分づき ・栄養も充分で食べやすく美味しいお米です。

3 分づき ( 胚芽 ) 　 ・胚芽を多く残すように精米します。
  胚芽には多くの栄養分が含まれています。

米とぎ ・玄米→白米→米とぎまで全自動でおこなう
  コースです。
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玄米の状態 仕上がり 調整方法

▪水分量が多い▪やわらかい 精米不足になりやすい 追加精米してください。
P.16 をご覧ください。

▪水分量が少ない
▪かたい　▪古米▪もち米 精米しすぎになりやすくお米が割れやすい 精米するお米の量より 1 合少ない量を

「米の量スイッチ」で選び精米する。

コース選択について

お米の違いによる精米具合について

玄米

玄米

玄米

玄米

玄米

白米

白米

お米の品種・産地・水分量・保存状態の違いに
より胚芽の残る量は異なります。
（市販の胚芽米とは状態が異なります）

お米の品種・産地・水分量・保存状態の違いにより精米の仕上がりが異なります。
お使いになる玄米に合わせて調整してください。

7分づき

5分づき

米とぎ

3分づき(胚芽)コースについて

3分づき(胚芽)

ご使用の前に必ずお読みください

＜180mlの計量カップ＞

＜炊飯について＞

玄米から白米まで精米後、白米の表面につい
ている細かいぬかや酸化した部分を削って、
洗米と同じ効果を出します。

米とぎコースについて

⃝コースによって削るぬかの量が異なるので、精米後のお米の量
は変わります。

　玄米を白米コースで精米すると玄米の重さに対して約10％がぬかと
して削られますが、例えば5分づきコースのときはこの割合が約5％
となりますので、精米後のお米の量は変わってきます。

⃝必ず炊飯器に付属の計量カップなどで計り直してから炊飯
してください。

　計り直さないで炊飯すると、ごはんがやわらかかったり、かた
かったりする原因になります。

　またお使いになる炊飯器の取扱説明書もよくお読みください。



交流 100V

コード は
下向きに

垂直に持ち
上げる。
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ご使用の手順

運転を止めるとき

①フタを取りはずします。

③玄米を入れます。

②米びつ内部を乾いた布で拭きます。
　 お手入れのしかたは P.19 をご覧ください。

④フタを閉めます。

⑤電源プラグをコンセントに差し込みます。

⃝運転を止めたいときや長期間使用しないときは
電源プラグをコンセントから抜きます。

⃝玄米を入れるときは、必ずフタを取りはずし
てください。

　フタを開けたまま玄米を入れると、不用意にフタ
が閉じたり、はずれて落下してけがの原因になる
ことがあります。

⃝玄米投入口の下の縁より上に玄米を入れな
いでください。

　フタが確実に閉らなくなり、米びつ内部の結露
による玄米のカビ発生や性能低下の原因になり
ます。

⃝玄米投入口のまわりや、フタパッキン
についた玄米はきれいに取り除いてか
らフタを閉めてください。

　玄米がついたままフタを閉めると密閉され
ず、米びつ内部の結露による玄米のカビ発
生や性能低下の原因になります。

フタは確実にロックし、密閉してください。

電源ランプが点灯し運転が始まります。
( 運転スイッチはありません )
冷却運転中は排熱用のファンが回ります。

お願い

お願い

お願い

周囲の温度が低いときは、冷却運転を停止
しますが、電源ランプは点灯しています。

玄米投入口のまわり
やフタパッキンにつ
いた玄米は取り除く。

左右のヒンジ部に
確実に差し込む。

左右のヒンジ部
に浮きが無いか
確認する。

カチッ！と確実
にロックする。

この縁より上
には、玄米を
入れない。

取りつけるとき 閉めるとき

ヒンジ部

⃝ぬれた手で電源プラグの
抜き差しはしない。

　感電の原因になります。

ご使用方法 ＜保冷について＞

フタは開いた状態で垂直に開けて持ち上げると、
取りはずすことができます。



この上をぬか容器の底
をすべらすように。
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ご使用方法 ＜精米について＞
米ロート・ぬか容器・精米はね・精米バスケット・精米フタの取り出し方、取りつけ方

米ロート・ぬか容器の取り出し方

精米はね・精米バスケット・精米フタの取りつけ方

ぬか容器・米ロートの取りつけ方

2米ロートを取り出します。

2米ロートを一番奥まで
押し込みます。

2精米バスケットをぬか容器に取りつけます。
　ぬか容器のみぞに精米バスケットの凸部が

はまるように押し込みます。

3精米フタの四方のかどを
「パチッ」と確実にはめ込
みます。
※精米フタが浮いていると

お米がこぼれます。

※米ロートが奥まで入っていないと玄米
がこぼれ、安全センサーが検知し精米
がスタート出来ません。

1扉を開けます。

1精米はねを精米
バスケットに取
りつけます。

3ぬか容器の取っ手を持ち、少し
上に持ち上げて、引き出します。

1ぬか容器の取っ手を持ち、
少し上に持ち上げて、取り
つけます。

精米はね

ぬか容器

精米フタ

手前側に
なります

精米バスケット

米ロート

計量フレーム

必ず取り付ける。

ま っ す ぐ
静 か に お
ろす。

凸部

ぬか容器のみぞ

▪ぬか容器が確実に取りつ
けられていないと、精米
フタが少しはずれます。
精米フタがはずれている
ときは、ぬか容器を取り
出して、精米フタを「パ
チッ」と確実にはめ込ん
でから取りつけなおして
ください。



⃝計量引き出しの操作がはやすぎると、正しく計量
されないことがあります。

⃝計量は、玄米を入れたときと、なくなるときの数
回は表示されている量と異なることがあります。

ご注意

ご注意

玄米：約 330g

最大容量 5（合）玄米：約 825g
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計量引き出し [1][2]・米ロート・精米フタと
ぬか容器がしっかり入っていますか？

計量する前に確認！

計量引き出し [1] を 1 回引き出して
戻します。

計量引き出し [1] と [2] を一緒に 1 回引き
出して [1] と [2] を一緒に戻します。

⃝扉は「カチッ」となるまで押してください。
お願い

※計量引き出し [2] を
引き出すと計量引き
出し [1] が一緒に引
き出されます。

※必ず [1] と [2] 両方を
押し戻してください。

　計量引き出し [2] を押
し戻しても［1] は戻
りません。

［米の量1( 合 )］を計量するとき ［米の量2( 合 )］を計量するとき玄米：約 165g

計量引き出し [1]

計量引き出し [2]

米ロート

精米フタとぬか容器

カチッ！となる
まで押す。

 米の量1（合）
は計量引き出し

［1］を引き出し、
戻す。

 米の量2（合）
は計量引き出し
[1] と [2] を引き
出し、[1] と [2]
を一緒に戻す。

お米の計量

計量します

計量後は扉を確実にロックする

1

2

▪精米はね・精米バスケットはぬれた状態では使わないでください。
ぬか切れが悪くなり、精米不足や米とぎ不足の原因になります。

計量引き出しの表示 吐出量 白米コースで精米したとき

米の量 1 0.2L( 玄米：約 165g） 白米：約 150g・約 1 合
1・2 0.4L( 玄米：約 330g） 白米：約 300g・約 2 合

▪続けて計量するときは最大量を超え
ないようにしてください。

　最大量を超えて計量すると、玄米がつまっ
て米ロートやぬか容器が取り出せなくなる
ことがあります。

※他のコースで精米したときは白米と比べて量が増減します。
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1

2

コースと米の量を選ぶ

「スタート / 停止スイッチ」を押す

運転終了、扉を開け米ロート、
ぬか容器を取り出す3

1「精米スイッチ」を押し、
コースを選びます。

2「米の量スイッチ」を押して計量した
米の量を選びます。

▪精米ランプと米の量ランプが点滅し、運転がスタートします。

▪運転が終わるとブザーがなり自動停止します。
▪精米終了後はできるだけ早くぬか容器を取り出し

てください。
　ぬか容器を取り出すまで 1 分おきに 5 分間ブザー

がなります。
▪連続使用は 10 分までです。

1
2

※スタート後、設定を変更したいときは、
「スタート / 停止スイッチ」を押して運転
を停止し、再度設定しなおしてください。

※必ず計量した米の量を選んでください。
精米不足・精米しすぎ・故障の原因に
なります。

精米・米とぎ時間のめやす（約）
　　  　コース
米の量 白米 7 分づき 5 分づき 3 分づき

（胚芽） 米とぎ

1 合 2 分 00 秒 1 分 20 秒 55 秒 1 分 00 秒 2 分 50 秒
2 合 2 分 50 秒 1 分 30 秒 1 分 05 秒  1 分 20 秒 4 分 00 秒
3 合 3 分 30 秒 2 分 10 秒 1 分 25 秒    1 分 40 秒 5 分 10 秒
4 合 4 分 20 秒 2 分 30 秒 1 分 35 秒 2 分 00 秒 6 分 20 秒
5 合 5 分 40 秒 3 分 20 秒 1 分 55 秒 2 分 30 秒 7 分 30 秒

精米のしかた

⃝扉は「カチッ」となるまで押してください。
お願い

扉を確実にロックする4

ご使用方法 ＜精米について＞

▪米ロートが奥まで入っていない、または扉が開いて
いるときは安全センサーが検知し、「スタート / 停止
スイッチ」を押しても運転しません。（ピーピピピと
エラー音がなり、精米ランプが全て点滅します。）

　米ロートを奥まで入れ、扉を確実に閉めてください。
▪精米中に扉を開けると安全センサーが検知し、精米

が停止します。扉を閉めると残り時間運転します。
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１お米の状態を確認します。
２精米が足りないときは、精米フタをし、ぬか容

器・米ロートをもう一度取りつけ、扉を確実に閉
めます。

3 選んだコースのまま「スタート/停止スイッチ」
を押し運転を再開します。

コース名 洗米
白米

お米が冷めてから手早く洗う7 分づき
5 分づき

3 分づき ( 胚芽 ) 胚芽が落ちないように軽く洗う
米とぎ 洗米しない

炊飯について
精米後のお米は、コースによって仕上がりの
お米の量が異なります。
必ず炊飯器に付属の計量カップなどではかり
なおしてから炊飯してください。
また、お使いになる炊飯器の取扱説明書もよ
くお読みください。

▪米とぎコースで米とぎしたお米に水を入れたとき、白くにごるのはでんぷん流出によるもの
で食味に影響はありません。

▪にごりをなくすことはできません。
▪にごりが気になる場合は一度水を流してください。また、水は静かに入れてください。
▪水加減はいつも通りの水量にしてください。ご飯がべたつくようでしたら、水量を少なめに

してください。

水を入れたときのにごりと水加減について

⃝ぬか容器・精米バスケット・精米はね・精米フタは 1 回精米
するごとに必ずお手入れしてください。

　詳しくは P.21 の お手入れのしかた をご覧ください。

お願い

5

6

精米フタを開け、精米したお米を取りだす
▪精米はねを取りはずして、精米した

お米を別の容器に移します。

▪精米はねを取りはずさないと、精米
はねが一緒に抜け落ちて変形したり、
別の容器に傷をつけてしまいます。

ぬか容器から、ぬかを別の容器に移す
▪ぬかは静かに取りだしてください。底の穴からぬかが

落ちることがあります。
▪ぬかは 1 回精米するごとに必ず取り除いてください。

追加精米するとき
4 30秒〜1分精米したら「スタート/停止スイッ

チ」を押して運転を停止させ、お米の状態を
確認します。

※米の量や精米具合によって追加精米する時間
は変わってきますのでお好みで調整してくだ
さい。



玄米を準備
する。

できるだけ短時間
で玄米を入れる。
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①補給する玄米を準備します。

③できるだけ短時間で玄米を入れます。

④補給後はフタを確実に取りつけ、
しっかりロックします。

玄米の補給手順

ご使用方法＜玄米の補給について＞

お願い

お願い

お願い
⃝フタを開けている時間はできるだけ短くして

ください。
　長時間フタを開けていると、米びつ内部の結露に

よる玄米のカビ発生や性能低下の原因になります。
※万が一、結露した場合はしっかりと拭き

取ってからフタを閉めてください。

⃝玄米投入口のまわりや、フタパッキンに
ついた玄米はきれいに取り除いてからフ
タを閉めてください。

　玄米がついたままフタを閉めると密閉され
ず、米びつ内部の結露による玄米のカビ発生
や性能低下の原因になります。

お願い

左右のヒンジ部
に浮きが無いか
確認する。

カチッ！と確実
にロックする。

⃝籾すり直後の玄米や日光にあたって温まった玄米は、
必ず室温になじませてから入れてください。

⃝湿った玄米や乾燥不足の玄米は入れないでください。

⃝補給のときはできるだけ古い玄米を出し切り、
米びつ内をお手入れしてから補給してください。

　長期間玄米が入っていた米びつ内には、ぬかや細かい
ゴミが残っているときがあります。

　お手入れのしかたは P.19 をご覧ください。

フチについた玄米
は必ず取り除く。

残量確認窓から玄米が見えなくなったら、残量は約 2kg、
フタを開け庫内アタッチメント枠部が見えたら約 1kg です。 アタッチメント枠部

②フタを取りはずし、米びつ内部を乾いた
布で拭きます。



お願い
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⃝お手入れするときは、必ず電源
プラグを抜く。

　感電の原因になることがあります。

ご注意
⃝製品内部をお手入れする場合は、手袋をしてください。
　内部の突起に手が触れてケガの原因になることがあります。

お手入れをする前に
⃝米びつ内、計量部のお手入れは、玄米の補給の前など米びつ内に玄米がないときに

おこなってください。
⃝製品を移動するときは、製品の前側を少し持ち上げ、キャスターを利用し、
　手前に引き出してください。詳しくは P.21 の 移動・運搬するとき をご覧ください。
⃝製品を横にしたり逆さまにしたりしないでください。

お手入れのしかた

本体・フタ・扉のお手入れ

吸気口のフィルター・排熱口の掃除

⃝汚れたら洗剤をうすめた水またはぬるま湯に
やわらかい布をひたし、よくしぼってから拭
き取ってください。

⃝製品に直接水をかけない。
　感電・ショート・漏電・サビ・故障の

原因になります。

⃝フタを丸洗いしない。
　フタ内部に入り込んだ水が庫内をぬらす原

因になることがあります。

お願い

ご注意

⃝扉パッキンやフタパッキンは引っぱったり、強く拭いたり、変形させないでください。
　冷気がもれ、米びつ内部の結露・性能低下の原因になることがあります。

電源ランプがゆっくり点滅したときは次の手順で吸気口のフィルターと
排熱口を掃除してください。（P.9 をご覧ください）

①電源プラグを抜き、製品を手前に引き出します。
P.21 の 移動・運搬するとき をご覧ください。

②製品背面の吸気口のフィルターと排熱口のほこり
を掃除機で吸い取ります。

③製品を元の場所にもどし、電源プラグをコンセント
に差し込みます。

⃝フィルターをはずしたまま運転をしないでください。
　ほこりや虫が内部に入り、故障の原因になることが
　あります。

排熱口

吸 気 口 の
フィルター

ノズルは軽くあてる

⃝洗剤は台所用中性洗剤 ( 食器用・調理器具用 ) をお使いください。シンナー・ベンジン・クレンザー・
漂白剤・たわし・化学ぞうきんなどは表面を傷つけますので使用しないでください。
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ご注意

④計量引き出しと計量フレームを
引き出します。

⃝取りはずした部品を水洗いした
あとは、完全に乾かしてから取
りつけてください。

⃝食器洗い乾燥機や食器乾燥機は
使わないでください。

⃝ 70℃以上の熱湯で洗わないで
ください。

計量フレーム

計量引き出し [2]
計量引き出し [1]

お手入れのしかた
米びつ内部のお手入れ

計量部のお手入れ

⃝お米を補給する前は必ず、米びつの内部を掃除してください。
①計量引き出しを引き、玄米をすべて出し切ります。

①玄米を全部出します。

②乾いた布で米びつ内部のぬかなどを拭き取ります。

②アタッチメントを取りはずします。

③前カバーを取りはずします。

⃝計量部は下記の手順で取りはずして水洗いができます。

＜取りはずしかた＞

フタを取りはずし、玄米が残っていないか確認
します。残っているときは、計量引き出しを使
用し、玄米をすべて出し切り、米ロート、ぬか
容器を取りはずしてください。

米びつの内部底面に装着されているアタッチメ
ントを取りはずします。
アタッチメントの穴に指をかけて、両側同時に
内側に倒しながら上に引き上げてください。

計量引き出しを引き出した状態で、押しボタン
を押しながら前カバーを上に引き上げ、取りは
ずします。

アタッチメント

計量引き出し [2]

計量引き出し [1]

前カバー
押しボタン

1 2
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ご注意

ご注意

①計量引き出し [1] と計量引き出し [2] を
組み合わせてから、計量フレームに差し
込みます。

② ①で組み合わせたものを取りつけます。

③前カバーを取りつけます。

④ぬか容器、米ロートを入れます。

⑤米びつ内部底面にアタッチメントを取りつけます。

前カバーのツメと本体の角穴を合わせて
前カバーを取りつけます。押しボタンが
前カバーの穴にきちんとはまっているこ
とを確認してください。

計量精米部の底部に落ちている米粒は
取り除いてください。

⃝アタッチメントを必ず取りつけてください。
忘れると米もれの原因になります。

⃝米ロートはガイドにまっすぐ入れて
ください。

計量フレームのレールを本体のミゾに
合わせて押し込みます。

アタッチメント

計量フレーム

計量フレームの
レール

本体のミゾ

計量引き出し [2]

計量引き出し [1]

前カバー

ガイド

押しボタン

＜取りつけかた＞

12



精米部のお手入れ（ぬか容器・精米バスケット・精米はね・精米フタ）

⃝精米バスケットは水の中につけないでください。
　精米バスケットの回転軸部が故障する原因になります。
⃝食器洗い乾燥機や食器乾燥器に入れて洗浄、乾燥をしないでください。

変形する原因になります。

※1回使うごとに必ずおこなってください

21

停電のとき

長期間使用しないとき

冬場など気温が低いとき

移動・運搬するとき

＜運搬するとき＞

⃝フタ・扉はできるだけ開けず、そのままお待ちく
ださい。停電が回復すれば自動的に運転を開始し
ます。

①電源プラグを抜いてください。
②玄米をすべて出し切り、内部を掃除して 2 〜 3 日

フタと扉を開けてよく乾かしてください。

⃝この製品は加温することができません。
　冬場など気温が低いときは、庫内の温度も低く

なりますが玄米の品質には影響ありません。

⃝横積みしたり、強い衝撃を与えないでください。
傷がついたり、故障の原因になります。

⃝玄米を入れたまま運搬しないでください。
　玄米が計量部に詰まったり、故障の原因になります。

こんなときは

お手入れのしかた

⃝洗剤とやわらかいスポンジでかるく洗い、よく乾かしてください。
　完全に乾いた状態で使用しないとぬか切れが悪くなり、精米不足や米とぎ不足の原因になります。

＜前後に移動させるとき＞

⃝フタ・扉の部分を持って持ち上げたり、
フタを開けたまま移動させない。

　手をはさむなど、けがや故障の原因になるこ
とがあります。

⃝移動させるときは、振動を与えたり、
大きく傾けたりしない。

　冷却運転により発生した水が、製品内部の
水受けからこぼれて、故障や床をぬらす
原因になることがあります。

⃝取っ手をしっかり持って、製品の前側を少し持ち上げ、
キャスターを利用し、静かに動かします。

⃝移動するときは床に米粒やごみが落ちていないか確認
してから、手前に引き出してください。
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⃝点検してもなお不具合があるときは、お買い上げの販売店にご相談・点検をご依頼ください。
⃝ご自分での分解や修理は危険ですから絶対にしないでください。

次のことは故障ではありません

冷却運転が停止する
冷却運転音が変化する

⃝周囲の温度が低いとき ( 約 15℃以下 ) は、電源プラグをコンセントに差し
込み、電源ランプが点灯していても冷却運転しないことがあります。

　また、運転が断続したり、運転音が変化したりしますが、これは米びつ内の
温度を制御しているためで故障ではありません。

米びつの内部や扉の内側
に露がつく

⃝次のようなときは露がつきます。露の量が多いときは、乾いたタオルなどで
拭き取ってください。

　⑴ 周囲の湿度が高い場所に設置したとき。
　⑵ 温かい玄米を入れたとき。
　⑶ 周囲の湿度が高いときに、フタや扉の開閉をしたとき。
　⑷ 玄米投入口やフタパッキンに玄米がついていて、フタが完全に閉って
　 　いなかったとき。
　⑸ 扉が完全に閉っていなかったとき。
　⑹ フタパッキンや扉パッキンが傷んでいるとき。
　　 ( 部品交換はお買い上げの販売店にご相談ください。)

本体の外側や、パッキン
の周囲に露がつく

⃝周囲の湿度が高いときにまれに起こります。製品の冷気により生じるもので
異常ではありません。乾いたタオルなどで拭き取ってください。

本体の背面が熱くなる ⃝排熱をしているためです。玄米の貯蔵に影響ありません。

保冷・計量について

電源ランプが
消えている

▪電源プラグが抜けていませんか？ ▪電源プラグをコンセントに差し込んで
ください。

▪ブレーカーが「OFF」になっていませんか？ ▪ブレーカーを「ON」にしてください。
電源ランプが
点灯している ▪玄米を入れた直後ではありませんか？ ▪そのまま運転を続けてください。

電源ランプが
ゆっくり点滅
している

▪フタや扉は確実に閉っていますか？ ▪ロックして確実に閉めてください。
▪玄米投入口やフタパッキンに玄米などがつ

いていませんか？
▪玄米などをきれいに取り除いてくださ

い。
▪直射日光を受けたり、ストーブ、レンジ、

冷蔵庫の近くではありませんか？
▪設置場所を変更してください。
　(P.7 をご覧ください。)

▪背面の吸気口や排熱口がふさがれていませ
んか？

▪ふさいでいるものを取り除いてくださ
い。

▪製品の周囲にスキマがありますか？ ▪周囲にスキマをあけてください。
　(P.7 をご覧ください。)

▪扉をひんぱんに開閉していませんか？ ▪開閉は少なく、短くしてください。
計量引き出しが
動かない

▪玄米以外の異物が入っていませんか？ ▪玄米を全部取り出して、異物を取り除
いてください。

計量部周辺に
玄米がこぼれる

▪計量部の部品はすべて正しく取りつけられ
ていますか？

▪玄米を全部取り出して、計量部の部品
を正しく装着してください。

　(P.20 をご覧ください。)

「故障かな？」と思ったときは次の点をお確かめください。修理を依頼される前に

こんなとき お調べいただくこと 処置していただくこと

玄
米
が
冷
え
な
い
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「故障かな？」と思ったときは次の点をお確かめください。修理を依頼される前に
こんなとき お調べいただくこと 処置していただくこと

精米・米とぎについて

どのスイッチを押
しても反応しない

▪電源プラグが抜けていませんか？ ▪電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。

スタートスイッチ
を押しても精米が
スタートしない

（精米ランプが全
部点滅している）

▪米ロートを確実に取りつけましたか？
▪扉を確実に閉めましたか？

▪米ロートを入れ、扉を確実に閉めてくだ
さい。（安全センサーが検知し、精米がス
タートできません。）

　（P.15 をご覧ください。）

精米中に止まった
（設定した精米ラ
ンプ・米の量ラン
プ が 点 滅 し て い
る）

▪精米中に扉を開けませんでしたか？ ▪扉を閉めてください。扉を閉めると残り
時間の精米をします。

　（P.15 をご覧ください。）

表示ランプ全てが
消灯している

▪電源プラグが抜けていませんか？

▪停電していませんか？

▪電源プラグをコンセントに差し込んでく
ださい。

▪電源が回復するまで待ってください。
　（ブレーカーを ON にする。)

電源ランプ以外消
灯している

▪最後に操作してから 10 分以上経過し
ていませんか？

　（省エネのため消灯します。）

▪「精米スイッチ」「米の量スイッチ」「スター
ト / 停止スイッチ」のいずれかを押すと
点灯します。（P.6 精米ランプと米の量ラ
ンプについてをご覧ください。）

米の量ランプが全
部点滅している

▪石や異物が入っていませんか？

▪高温の場所で使用していませんか？
▪連続 10 分を超えて使用していません

か？
　　モーター保護装置が作動して
　　自動停止したためです。

▪電源プラグを抜き、石や異物を取り除い
てください。

▪高温の場所を避けてお使いください。
▪電源プラグを抜かないで、1 時間以上休

ませる。
〈途中で止まったときは〉
▪お好みの精米度まで追加精米をおこなっ

てください。
　（P.16 追加精米をするときをご覧ください。）

モーターが回って
いるのに精米・米
とぎができない

▪精米はねをつけ忘れていませんか？ ▪精米バスケットの中の玄米を取りだし、
精米はねを正しく取りつけてください。



胚芽精米について

3 分づき ( 胚芽 )
コースで精米し
ても胚芽があま
りついていない

▪乾燥しすぎている玄米を使っていませ
んか？

▪計量した量より多い米の量を選んでい
ませんか？

▪次回精米するときは、米の量設定を 1 合
下げて精米してください。

▪次回精米するときは、計量した量と同じ
米の量を選んでください。

※玄米により胚芽の残る量は異なります。
（P.11 をご覧ください。）
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こんなとき お調べいただくこと 処置していただくこと

※処置していただいた後も米の量ランプが全部点滅しているとき、電源ランプがはやく点滅している
ときは、お買い上げの販売店または裏表紙の問い合わせ先に点検・修理をご相談ください。

お米の品種・産地・水分量・保存状態の
違いにより胚芽の残る量は異なります。

［参考］

精米・米とぎについて

精米にムラがあっ
たり、玄米が白く
ならない

▪設定した量より多い玄米を入れていま
せんか？

▪精米コース・米の量設定を間違えてい
ませんか？

▪ぬか容器にぬかがたまっていません
か？

▪ぬれた精米はね・精米バスケットを
使っていませんか？

▪コースと米の量を確認し、お好みの精米
度まで追加精米をおこなってください。

　（P.16追加精米をするときをご覧ください。）
　次回精米するときは、計量した量と同じ

米の量を選んでください。
▪スタート前に設定したコースの精米ラン

プと米の量ランプが点灯しているか確認
してください。

▪ 1 回運転するごとに必ずぬかを取りだし
てください。

▪良く乾燥させてください。

精米しすぎる
米が割れる

▪乾燥しすぎている玄米を使っていませ
んか？

▪計量した量より多い米の量を選んでい
ませんか？

▪次回精米するときは、米の量設定を 1 合
下げて精米してください。

▪次回精米するときは、計量した量と同じ
米の量を選んでください。

炊いたご飯がベタ
ついている

▪計量した量より多い米の量を選んでい
ませんか？

▪米の温度が高いうちに水を入れていま
せんか？

▪次回精米するときは、計量した量と同じ
米の量を選んでください。

▪米が冷めてから水を入れてください。
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型 式 PHK-110 PHK-120 PHK-130
玄米の実収納量 約 10kg 約 20kg 約 30kg
製 品 質 量 約 18kg 約 20kg 約 22kg
計 量 装 置 スライド計量方式　0.2L( 玄米 約 165g）　0.4L( 玄米 約 330g）
電 源 AC100V　50/60Hz

定 格 消 費 電 力 精米：320W
冷却：75W

収 納 部 の
冷 却 方 式 冷気強制循環方式 ( ペルチェ素子による電子冷却 )

電 源 コ ー
ド の 長 さ 約 1.5m

保 冷 温 度 約 15℃ ( 室温 30℃ )
安 全 装 置 安全センサー ( 米ロートを取りつけ、扉を閉めないと精米しない）・電流ヒューズ
使 用 環 境 室内（温度 0 〜 30℃、相対湿度 30 〜 80％ RH）

最　 大　 量 5 合（玄米　約 825g）
運 転 時 間 5 合　白米コース：約 5 分 40 秒
コ ー ス 米とぎ・白米・7 分づき・5 分づき・3 分づき（胚芽）
定 格 時 間 10 分

PHK-120PHK-110

300

300

300

575

575

575

725

895
1060

50

50

50

PHK-130
（単位：mm）

仕様

外形寸法

精
米
能
力
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修理サービスについて

消耗品について

廃棄について

⃝ご使用中に異常が生じたときは、お使いになるのをやめ、電源プラグをコンセントから抜いて、
お買い上げの販売店または裏表紙のお問い合わせ先にご相談ください。

⃝この製品の補修用性能部品は、製造打切り後最低 6 年間保有しています。補修用性能部品とは、
その製品の機能を維持するために必要な部品のことです。

⃝保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって機能
が維持できる場合は、お客様のご要望により有料で修理致します。

⃝フィルター・精米バスケット・精米はねは消耗部品になります。
部品の摩擦により、精米不足・米とぎ不足になったり、ぬかの中に白米が混じるようになったら「精米
バスケット」と「精米はね」の交換をおすすめします（有料）。通常使用（米の量「5 合」・精米コース

「白米」で毎日 1 回精米したとき）の場合、2 〜 3 年が目安です。お買い上げの販売店または裏表紙の
お問い合わせ先にご注文ください。

⃝この製品は「米びつ」です。家電リサイクル法が適用される「冷蔵庫」には該当しません。
廃棄についてはお住まいの各自治体の決まりにしたがってください。

アフターサービスについて



V  RC-C835Z0

保証書
製品名 保冷精米機 型式 PHK-110 PHK-120 PHK-130

保証期間 本体 1 年間（消耗部品を除く） ※お買い上げ日 　　　　年　　　　　月　　　　　日

※お客様 ※販売店
〒　　　　　　　　　TEL
ご住所
お名前　　　　　　　　　　　　　　様

〒　　　　　　　　　TEL
住所
店名　　　　　　　　　　　　　　印

本書の※印欄に記入のない場合は無効となりますので、直ちにお買い上げの販売店にお申し出になるか、またはお買い上げ年月日・販売店名を
証明する領収書などを添付してください。本書にご記入いただいたお客様の個人情報は、商品の修理対応のために使用し、それ以外に使用した
り第三者に提供することは一切ございません。
本書は、本書記載内容で無料修理させていただくことをお約束するものです。
1. 取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、保証期間内（お買い上げ日から 1 年間）に故障した

場合には、商品と本書をご持参、ご提示のうえ、お買い上げの販売店に修理をご依頼ください。無料修理をさせていただきます。
2. ご転居・その他などで、本書に記入してあるお買い上げの販売店に修理を依頼できない場合には、下記の連絡先にお問い合

わせください。
3. 保証期間内でも、次の場合には有料修理となります。
　（イ）ご使用上の誤り、および不当な修理や改造による故障および損傷。
　（ロ）お買い上げ後に落とされた場合などによる故障および損傷。
　（ハ）火災・公害・異常電圧および地震・雷・風水害その他の天災地変など外部に原因がある故障および損傷。
　（ニ）一般家庭用以外（たとえば業務用、店舗での使用、車両や船舶への搭載など）に使用された場合の故障および損傷。
　（ホ）本書のご提示がない場合。
　（ヘ）本書にお買い上げ年月日・お客様名・販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合または本書に
　　 　記入がなくお買上げ年月日・販売店名などを証明する領収書などがない場合。
　（ト）消耗部品（フィルター・精米バスケット・精米はね）が損傷し、取り替えを要する場合。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。
　 This warranty is valid only in Japan.
5. 本書は再発行致しませんので紛失しないように大切に保管してください。
★この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお

約束するものです。従ってこの保証書によってお客様の法律上の権利を制
限するものではありません。

  保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間などについて、詳しく
は P.26「アフターサービスについて」をご覧ください。なおご不明の場
合はお買い上げの販売店、または当社（〒 387-8603　長野県千曲市雨
宮 1825　TEL 026-272-4111( 代））にお問い合わせください。

修理メモ

持込修理

こんな症状は
ありませんか

⃝電源コード・プラグが異常に熱い。
⃝本体が異常に熱かったり、こげくさい臭いがする。
⃝製品にさわるとビリビリ電気を感じる。
⃝その他の異常や故障がある。

こんな
ときは

このような症状のとき
はコンセントから電源
プラグを抜き、販売店に
点検をご相談ください。


